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１、授業の概観 

 本授業は四年次に行う授業である。漢文の授業

をどのようにすればよいか、深い読解とそれを教

授する方法を理解することが目的である。そのた

め作品研究と教授の要点を教授することが中心で

ある。 
学生は次年度より教壇に立つことになる。とは

いっても教員採用試験を控えた時期である。そこ

で、授業の題材で扱ったのは、中・高等学校の漢

文の授業で用いる故事成語、散文作品である。そ

れらの作品の真意をいかに読みとり、他者へ伝え

ていくか、考察・探究した。 

 上記の目的を達するために、学生には次に挙げ

る三つの到達目標を課した。 
①日本人が学んできた中国文学作品の概要を理解

する。 
②日中の辞書を使いこなし、丁寧に読み解くこと

ができるようになる。作品の真意を他者に伝達で

きるようになる。 
③中国文学に深い関心を持つ。 
 取り上げる作品については、故事成語と散文の

ジャンルから適宜選んだ。受講者にはまず作品を

配布し、各自で読解してもらった。その際にテス

ト形式にして、きちんと問題が解けるか、読解力

を試した。各自作品を読解した後、その作品の解

説を行い、相互で話し合って理解を深めた。理解

が深まったところで、今度はそれをどのように他

者に解説するか話し合い、疑問点が出ると教員が

その解説を行った。 
 
２、学生アンケート及び結果 

 授業後、アンケートを行った。これから、アン

ケートの質問事項とその結果を示す。 

 まずは授業の概要について、９項目のアンケー

トを行った。以下、その項目と結果である。回答

者は４名である。②～⑥について、アンケート用

紙には、マイナス要素を含む選択肢も当然あるが、

０名の場合は省略した。 

①、シラバスの説明（授業の概要）はありました

か。（あった：４名 なかった：０名） 

②、授業における教員の態度（熱意や言動や学生

に対する対応等）は適切でしたか。（大変適切だ

った：２名 まあまあ適切だった：２名 ふつう：

０名） 

③、授業には興味を持って臨むことができました

か。（臨むことができた：２名 まあまあできた：

２名） 
④、学校で取り上げられる漢文教材の理解を深め

ることができましたか。（かなりできた：０名 ま

あまあできた：４名 ふつう：０名） 

⑤、漢文訓読に慣れましたか。 

（大変慣れた：１名 まあまあ慣れた：３名 ふ

つ：０名） 

⑥、漢文に対する興味は深まりましたか。（深ま

った：２名 少し深まった：２名） 

 
⑦、授業で取り扱った作品を読解する上で、あな

たが考えたこと・思ったことを自由に書いてくだ

さい。 

・言われると分かるが、始めて読む場合、思い違

いをすると、最後まで分からない。 
・故事成語は、話の背景を知っておかなければい

けないと思った。それぞれの故事成語に背景があ

るため、知っておいた方が面白い。 
・堅い作品は理解するのが難しい。見たことの無

い漢字が出てくるとパニックになる。 
・漢文の作品は役に立つ内容のものが多く、読み

がいがありました。 
・思った以上に読むのが困難だと分かった。実際

に現場に出た場合は大変だと思った。 
 
⑧、漢文作品を他者に教える場合について、あな

たが考えたこと。思ったことを教えてください。 
・自分が中学校・高校で受けてきた漢文の授業で

は、書き下し文にしたり現代語訳することばかり

だったので、作品を深く読むことがどれほど重要

か分かった。 
・教員がしっかり作品を読んでおかなれば、生徒

には指導できないと思った。 
・授業を組み立てるには、とにかく学習のねらい

をしっかりさせておくことが重要だと思った。そ

のためにはしっかり作品を読み込んでおかなけれ

ばいけないと思った。 
・自分にはできないと思った。 



・来年度教えることになればよいが、漢文を教え

るということは初めて深く考えた。書き下し文と

現代語訳だけでは、作品の良さを伝えることはで

きないと思った。 
・自分は生徒に教えることはないが、他人に作品

の内容を教えることは、意外に難しいと思った。 
 
⑨、授業について、あなたの意見・感想を自由に

書いてください。 
・教員採用試験の練習になったので、授業を受け

てよかった。 
・実習があったので、受けたり受けなかったりで

した。全部受けたかったです。 
・作品の歴史と奥深さを理解できてよかった。孟

母三遷が面白かった。 
・もっとたくさんの作品を読みたかった。 
・作品読解のほかに授業の組み立てなど考えるこ

とができ、新しい発見が多く楽しかった。 
・漢文について知らないことが多すぎることが分

かった。これから漢文に関する本や漫画を読んで

おこうと思った。 
・教員採用試験があったので、なかなか授業に集

中できなかった。 
・教員採用試験の問題についてのアドバイスがあ

りがたかったです。 
・教員採用試験の対策ができて、大変良かった。 
 
３アンケート結果について 

 ①～⑤の結果を見ると、教員の対応や授業の進

行については、それほど不満はなかったと思われ

る。 

 ⑦の回答を見ると、やはり取り扱った作品の難

易度が少し高かったように思われる。中盤の授業

から、最初の読解時に辞書を見ても構わないよう

にしたのだが、なかなか簡単には理解できなかっ

たようである。ただ、取り扱った作品が将来教材

となる可能性があることから、作品に興味を持っ

た様子が窺えた。 
⑧の意見・感想を見ると、来年から教員となっ

て漢文を教えることに不安を覚えている様子が窺

える。⑦の質問事項との繋がりで考えると、この

授業では、漢文作品を読むことがいかに難しいか、

そしてそれを他者に伝えることがいかに困難であ

るかを実感してもらうことを第一の目的としてい

る。学生の意見と感想を見れば、その目的につい

てはおおよそ達成したように思われる。 
⑨の感想を見ると、４年次前期に開講している

ことが深く影響していると思われる。漢文の作品

読解・授業の組み立てに興味を持つ一方で、教員

採用試験に関する感想が非常に多い。７月に教員

採用試験があるため頭の中はそのことでいっぱい

だったようである。ただし、漢文の教材研究の大

変さを実感してくれた意見も多く、今後の取り組

みに影響することを願っている。教員採用試験の

ためだけの授業を行うことは出来ないが、授業外

になるべく対策の時間を設けることは必要だとい

えよう。 
 

まとめ 

 中学校・高校で受けてきた漢文授業が受験対策

のために書き下し文に改めたり、現代語訳にする

作業ばかりで、漢文をいかに教えるか真剣に悩ん

だことのある学生は殆どいない。本授業は漢文の

授業としては最後の授業となるため、深い作品読

解と授業をいかに組み立てるかについて、学生と

共に考察した。漢文については、当然のことなが

ら現場に出てから教材研究、指導案作製に苦労す

ることになる。その際にそれらがどれほど大変か

を知っておく必要がある。本授業ではその一端を

伝えることはできたのではないかと思う。 
開講時期が採用試験の前であることから、受講

学生は少ない。しかし、その分個人個人と議論し

合ったり、一緒に考えることが可能である。授業

の中に漢文のテストの要素も盛り込んだのは学生

にとってはよかったのではないかと思う。漢文作

品の読解及び考察、教員採用試験に向けた漢文作

品の読解等、一年後に教壇に立つ学生の意に適っ

た授業を行っていきたいと考えている。 


